
公表日：２０２３年５月１５日 事業所名：放課後等デイサービス　たまゆい

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

機能訓練室として１階に集団活動の出来る
スペースを確保した１室と２階に個別活動
（学習等）ができる部屋を１室確保している。

はい・・・100％
・１階と２階に活動スペースが設置されてい
ます。
・走ったりするには狭いかもしれませんが、
苦手な活動の時にはカームダウンできる場
所としても利用できて助かっています。

戸建て物件の為、十分な広さが確保できて
いるとは言えませんが、今後も環境整備を
行い、限られたスペースの有効活用に努め
ていきます。

2 職員の適切な配置
管理者兼児童発達支援管理責任者１名、保
育士１名、児童指導員１名、作業療法士１名
全員常勤職員として配置している。

はい・・・100％
・経験の多い先生が在籍されていると思い
ます。

今後も適切な支援が提供できるよう人員体
制の確保を継続していきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

戸建て住宅を施設として使用しており、段
差、階段などがありバリアフリー化は出来て
いないが、階段には手すりを設置するなど
環境改善を行うとともに、各部屋の入り口に
は「〇〇部屋」やピクトグラム表記で伝わり
やすくしている。

はい・・・94％　どちらともいえない・・・6％
・我が子にはわかりやすい環境であると思う
が、バリアフリーであるかは分からない。
・１階にあるホワイトボードに今日の活動予
定を大きく記載するなど視覚化されていま
す。
・建物は戸建てを利用しているので、玄関に
段差があるため車椅子での利用は不可です
が、部屋の出入り口の床はフラットになって
います。

構造上段差が残るなど、完全なバリアフリー
化は出来ないが、今後も安全に配慮するほ
か、利用児童に分かりやすい環境設定をお
こなっていきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

毎日の清掃、消毒、換気などで清潔な環境
保持に努めている。

はい・・・100％
・綺麗にされていると思います。

開所一年未満で室内は綺麗な状態が保た
れているが、この状態が続くよう環境整備を
継続していきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

開所一年目の為、業務上確立されていない
分担などもあり、日々のミーティングにおい
て業務内容の振り返り、各職員の予定など
を確認している。

任務分担などを明確にするとともに、各業務
の問題点を洗い出し改善を進められるよう、
引き続き職員間のコミュニケーションの場を
確保していきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

開所一年目の為、外部評価は行っていな
い。

今後、必要に応じて第三者評価を受けること
も検討していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

入職時に４日間の研修（外部委託）を実施し
ているほか、研修情報を共有し、受講するな
ど研修の機会を確保している。

入職時の研修は引き続き必須とし、その後
も資質向上、資格取得はもちろん、本人の
意欲にも応じられるよう研修受講時における
事業所としての体制整備に努めていきま
す。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

保護者から困り事、求める支援内容、思い
などを具体的に聞き取り、職員間で情報共
有し、個別支援計画を作成、保護者への説
明を通じて認識の統一を図っている。

本人や保護者にとって本当に必要な支援を
見極め、計画に反映するとともに、それぞれ
の思いにも応えられるよう引き続き取り組ん
でいきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

集団での活動をベースに、子ども状況に応
じ専門職などによる個別プログラムも導入、
計画に盛り込んでいる。

子ども達一人ひとりの特性に応じ、集団、個
別にこだわることなく必要な支援が提供でき
るよう今後も計画作成を行っていきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

児発管が中心となり、専門職も交えて保護
者のニーズ、現状を把握した上で個別支援
計画には具体的な支援内容を設定してい
る。

今後も継続していきます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

支援会議を行い、個別支援計画作成段階な
らびに作成後には児発管から全スタッフへ
の内容共有を行い、計画に沿った支援に取
り組んでいる。

はい・・・100％
・モニタリングで目標の達成度の評価や考
察も明確に提示されています。
・長期、短期目標ともに計画内容に沿って行
われているように感じています。

今後も継続していきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
毎朝ミーティング、月一での全体会議、支援
会議などを通じて全員が立案に参画してい
る。

今後も継続していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

サービス提供時間の長短に応じ、時間内で
出来る様々なプログラムを考えている。

引き続き、施設滞在時間などを考慮した支
援内容とタイムスケジュールの設定に努め
ていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

月単位でプログラムを決定しており、全ス
タッフ参加しての会議にて相談して決めてい
る。固定、単調化しないよう意見を出し合っ
ている。

今後も継続してきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

毎朝ミーティングで確認、共有をおこなって
いる。

今後も継続していきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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はい・・・100％
・親の意見もよく聞いてくださって作成されて
いるように思います。
・親のニーズに沿って作成されています。
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切
な
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はい・・・100％
・家ではあまりできないような事や子どもが
こんな事好きなんだと発見できるようなプロ
グラムを毎回考えていただいてありがとうご
ざいます。
・週ごとにさまざまなプログラムが設定され
ています。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

振り返りの為の個別の時間は設けていない
が、都度職員間で振り返りと確認を行ってい
る。

振り返りと情報の共有については漏れなく共
有できるような体制作りを行っていきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

療育支援システムHUGというシステムを導
入しており、記録に関してはいつでも確認で
きるようになっており、不備や誤りも誰かが
気付けるようになっている。

支援の検証や改善については保護者の意
見も聞きながら継続して行っていきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

定められた期間内、または、個別の状況に
応じてモニタリングを実施し、計画の見直し、
作成を行っている。

今後もより良い支援を提供できるよう、期間
に捉われることなく計画の見直しなど行って
いきます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

基本的には児童発達支援管理責任者が出
席しているが、必要に応じ専門職なども同席
している。

今後も児童発達支援管理責任者だけでな
く、出席することが望ましい者が出席できる
ような体制づくりに努めます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

現在まで該当者がいないため、実施してい
ない。

今後、該当者がいる場合には適切に対応で
きるようにしていきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

現段階では行っていない。
今後、必要に応じ連携を図るほか、研修等
の情報収集、機会があれば参加の促進を
図っていきます。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動
する機会の提供

現段階では行っていない。

はい・・・19％　いいえ・・・31％
どちらともいえない・・・50％
・コロナ禍の為、実施が困難
・他との交流はないが、デイでも他校のお友
達と過ごせるので、それで良いと思う。
・支援学校の副学籍制度によって居住地交
流が年３回あるので、それで十分と考えてい
ます。

今後、必要性やニーズに応じて対応を検討
していきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

開所して一年未満で、現段階では行ってい
ない。

地域住民（自治会等）との良好な関係を維
持できるような事業運営について工夫と改
善を重ねていきます。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

契約の際に記載事項の読み上げだけでな
く、保護者の理解度を確認しながら追加説
明、質問を受ける時間を設けている。

はい・・・100％
・契約時に丁寧に説明してもらいました。

保護者の方からの質問には随時お答えする
とともに、今後も丁寧な説明を心がけていき
ます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

個別支援計画は、印刷したものを保護者に
示しながら対面で説明を行い、不備修正が
あった場合には訂正した上で再度保護者に
確認を取るようにしている。

はい・・・100％
・丁寧に面談してもらっていると感じていま
す。

今後も丁寧な説明に心がけていきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

現段階では行っていない。

はい・・・38％　いいえ・・・31％
どちらともいえない・・・31％
・別のデイでペアレントトレーニングを受け終
わっているので、大丈夫です。

今後、ニーズを踏まえ、当事業所で実施可
能かなど検討していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

日々の記録、メッセージでのやり取りの他、
送迎時に直接お話をするなどして共通理解
を深めるようにしている。

はい・・・100％
・施設への連絡がメールでできるので、利用
日の朝の登校前の状態や不安要素などを
文面で連絡ができるので助かっています。
・利用後は写真付きで提供記録が専用のシ
ステムから確認できています。

今後も保護者とのコミュニケーションを密に
取っていきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

保護者とのコミュニケーションの機会を確保
し、相談等に対してはその都度対応するよう
努めている。

はい・・・100％
・面談や相談も丁寧に対応していただいてい
ます。

今後も丁寧な対応を心がけていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

現段階では行っていない。

はい・・・25％　いいえ・・・31％
どちらともいえない・・・44％
・まだデイに通い始めたばかりなので参加し
たことはないですが、開催された時は参加し
たいと思います。
・コロナ禍のため実施が困難
・保護者同士の交流を目的としてではないと
思いますが、クリスマス会が保護者参加型
だったのでお会いすることが出来ました。

今後、ニーズを踏まえ、当事業所で実施可
能かなど検討していきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

現時点まで苦情を受けてはいないが、苦情
に対する対応体制を整えており、契約の際
に保護者に対しては受付方法について説明
を行っている。

はい・・・88％　どちらともいえない・・・12％
・過去に苦情があったかどうかはわからない
・契約時に説明していただいています。
・苦情がないので、対応が適切かはわかり
ません。

苦情があった際には迅速丁寧な対応が取れ
るよう徹底していきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

視覚支援やPECSなどを活用し、子どもとの
意思の疎通を図っている他、保護者ともメッ
セージ、写真、資料の提示などで分かりやす
く伝えるようにしている。

はい・・・94％　どちらともいえない・・・6％
・専用のシステムを利用して連絡が取りやす
く、情報共有がなされていると思います。

今後も利用者に応じた支援、配慮を行って
いきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

定期的な会報等の発行は行っていないが、
ホームページやインスタグラムによる情報発
信のほか、既存の利用者へは療育支援シス
テムHUG内において随時情報発信を行って
いる。

はい・・・100％
・いつも詳しく知らせてくれているので、有難
いです。
・インスタグラムで活動内容等が更新されて
います。
・行事予定は専用のシステムで確認ができ
ます。

今後も分かりやすい情報発信に努めていき
ます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

資料等の持ち帰り、私用携帯への個人情報
の登録や写真撮影は禁止しており、すべて
事業所管理のパソコン、社用携帯を使用し、
セキュリティソフトの導入、パスワード管理を
徹底している。

はい・・・100％
・インスタグラムでも子どもの顔や名前が分
かるものには加工がされています。
・顔は隠れていても我が子は分かるので、見
つけると嬉しいです。

引き続き当施設を安心してご利用いただけ
るよう、個人情報の取り扱いには細心の注
意を払い、対策対応状況の検証も行ってい
きます。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

未完成のマニュアルもあるが、現在整備を
進めている。

はい・・・100％
・契約時に契約内容の一部としてではなく、
別紙にてデイ利用時の緊急避難場所などの
説明もしていただいています。

実情に即したマニュアルとなるよう継続した
見直しと、職員への教養訓練の実施、保護
者への内容周知を行っていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

プログラムに避難訓練を取り入れている。
今後も各種訓練をプログラムに取り入れるよ
うに準備する。

はい・・・87％　どちらともいえない・・・13％
・プログラムに避難訓練が取り入れられてお
り、丁寧に教えてもらっていました。

避難訓練をはじめとした各種訓練はプログ
ラムの一部として取り入れ、実施状況などは
保護者へも周知していきたいと思います。

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

外部研修を受講するなど、専門家からの教
養が受けられるよう研修の機会を設けてい
る。

今後も研修への積極的参加と虐待防止委
員会の開催、内容の周知を行っていきま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明、了解を得た上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

契約時に必要性を確認するとともに、個別
支援計画作成（更新）時や日々の支援の中
で必要性を検証している。

引き続き適切な対応に心がけていきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時に保護者にアレルギーの有無につい
て確認している。午前中からのご利用時に
おける昼食はお弁当持参、おやつも保護者
に準備していただいている。
クッキングの際は、参加者によってメニュー
を変えている。

今後も適切な対応を徹底していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット、事故報告は様式を作成し、都
度該当者に作成させ、回覧やミーティング時
に紹介するなどして共有を徹底している。

職員間での共有、振り返りを徹底し、大きな
事故に繋がらないよう原因の究明と対策を
講じていきます。

1 子どもの通所に対する姿勢

楽しみにしている・・・94％
どちらともいえない・・・6％
・毎回行くのを楽しみにしています。
・いつもスケジュールを確認し、行くことを理
解して楽しみにしています。
・楽しく通っていると思います。

今後も通所を楽しみしてもらえるような環境
設定、プログラムを考案し、子ども達が安心
して療育に臨めるよう心がけます。

2 事業所の支援に対する満足度

満足している・・・100％
・いつもよく見ていただいているので、感謝し
ています。
・個別学習も本人のペースに合わせて行っ
ていただき、助かっています。

今後も保護者のニーズに沿った適切な支援
に努めていきます。

3 送迎の正しい実施

はい・・・100％
・初めての送迎にシートベルトやマスクなど
きちんと出来なくて大変だったと思います
が、我が子一人の送迎に２人体制での送迎
や安心アイテムなども用意いただいたりと根
気よく教えてくださったおかげでだいぶ装着
でいるようになりました。

今後も適切な送迎を行っていきます。
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